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第2節 弁証法的発達観を克服する論理 としての 〈社会的人間〉の形成







第1節 スイスにおける近代資本主義の進展 と中産階級への注 目
正.経 済的関心 と教育問題 との接点
2.ス イスにおける機械工業の発展(1798年一1848年)
3.ペ スタロッチーにおける中産階級の理解
第2節 スイスにおける近代化の課題 と くプロテスタソティズムの倫理>
1.チ ューリヒにおける宗教改革とペスタロッチー
2.『 リーンハル トとゲル トルー ト』にみられる国家財政の基礎としての個人の節制の重
視
3.『 リーンハル トとゲル トルー ト』にみられる 「神」 と 「富」との分離






(1)「労働力」 としての人間 と 「労働者」としての人間
(2)労働者教育への 「宗教的なもの」の導入























母性観がフランス革命 ・スイス革命の進展ならびにスイスにおける資本主義経済の進展 と深 く関
連 していることを指摘する。
ここで論者は、近代資本主義の進展過程におけるプロテスタンティズムの精神的影響に着 目し、
それが母性観の形成 ・変容に齎 らす作用から、特にスイスにおける資本主義経済の進展 と母性観
の深化 ・発展 との関連を解明する必要性を指摘する。ペスタロッチーにおける母性観の深化 ・発
展はまたその幼児教育思想の成立過程をも示 している。




















達思想 との比較 ・検討により、ペスタ戸ッチーの教育学的課題としての 「社会的人間」の形成の
視点が指摘 され、そのための方法論についての論及が行なわれる。
論者は、啓蒙主義のひとつの特徴 としての進歩史観か ら導き出される人間形成の課題 として、
社会 ・歴史の進歩 と人間それ 自体の進歩 とを統一的に把握する必要性をあげ、これがペスタロッ
チーにおいて、彼独自の道徳的 ・内在的キリス ト教信仰受容に基 く「イ ミタティオ ・クリスティ」
(imitatiochristi)の実践 として 「いのちがけの跳躍」を通 して獲得される 「自己克服力」
の形成 として示されていることを指摘 し、ルソーの発達思想 との比較からこの点にペスタロッ
チーの幼児教育思想の基本的特質があると論定 している。 ・
さらに論者は、ペスタロッチーの歴史観が所有を中心にして展開され、そのために彼が社会体



















るならぽ、「さまよう人類」の 「最も近い関係」にある神が 「父な り」と呼ぶ声を聴き、子 とし』


























































なった角度から広 く捉えることができたし、なお追求すべき貴重な視点をも捉えている。 しか し、















ズム.との比較によって 、いっそ うペスタロッチーの宗教観の特質を掘 りさげてい くことも望まれる
ところである。
こうした不備や未熟な点にもかかわらず、本論文は、先行研究の成果を充分にふまえ、ペスタロ
ッチーの後期の著作や論文、ならびにわが国では入手困難な原資料を詳細に検討 して、時代状況と
の関連においてペスタロッチーの幼児教育思想の成立過程を明らかにするとともに、新 しい視点か
らペスタロッチーの幼児教育思想の本質的課題を解明した点において高 く評価できる。
よって教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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